
日本教師教育学会／早稲田大学教育・総合科学学術院／早稲田大学教職支援センター共催 

 

公開シンポジウム 

 

どうなる日本の教員養成 

－教職課程コア・カリキュラムをめぐって 
 

日時：2017年７月９日（日）13:00－17:00 （開場 12:30） 

場所：早稲田大学小野記念講堂 

申し込み不要・先着順・参加費 500円（資料代として） 

 

シンポジスト 

横須賀薫（宮城教育大学・十文字学園女子大学名誉教授） 

「教職課程コア・カリキュラム提案までの経緯とその論点」 

百合田真樹人（教職員支援機構上席フェロー） 

「共通的に修得すべき資質能力」の設定に際しての国際的動向 

佐久間亜紀（慶應義塾大学教授） 

「教職課程コア・カリキュラムがもたらす教員養成の構造的変容」 

早川信夫（NHK解説委員） 

（仮題）「今日の学校教育の課題からみた教師教育の課題・論点」 

 

コメンテータ 

浜田博文（筑波大学教授） 

 

司会 

前田一男（立教大学教授） 

油布佐和子（早稲田大学教授） 

 

問い合わせ先 

日本教師教育学会特別委員会 

jsste201707sympo@gmail.com 


